
（別紙３）

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 74 （回答者数）
10

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

学習室に仕切りがないため、玄関から入ってきた利用者様

に対して、学習中の利用者様の注意が散漫になることがあ

る。仕切りや扉をつけた方がさらに気持ちの切り替えがしや

すくなると考える。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 ちいさな段差に対しては、板をはめ込んでいる。

2

3

学習室と遊び部屋が完全に別部屋となっており、利用者様が気

持ちの区切りをつけたり、集中力の持続に役立っている。

学習中の利用者様がいる場合、遊んでいる利用者様が学習室へ

入らないよう、職員が声掛けをして集中できる環境を提供して

いる。また、学習をしている利用者様がいなくなると第二の遊

び部屋として解禁し、遊びの幅を広げることができる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

バリアフリー化ができない。 建物の設計上の課題

2026年　1月　23日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 療育支援エフ　　　　今宿東教室

○保護者評価実施期間
2026年　1月　23日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


